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前橋文学館は今年開館３３周年を迎えます。
これを記念し、作家・今野敏氏と前橋文学館
特別館長・萩原朔美の対談を開催します。
空手仲間でもあるお二人の絶妙な掛け合いを、
どうぞお楽しみ下さい。



　１９５５年北海道生まれ。上智大学在
学中の７８年に「怪物が街にやってく
る」で問題小説新人賞を受賞。レコー

ド会社勤務を経て執筆活動に専念する。２００６年『隠蔽捜査』
で吉川英治文学新人賞、０８年『果断 隠蔽捜査２』で山本周五郎
賞と日本推理作家協会賞、１７年「隠蔽捜査」シリーズで吉川英
治文庫賞、２４年日本ミステリー文学大賞を受賞。
　「安積班」「ＳＴ警視庁科学特捜班」「任侠」「警視庁強行犯係・
樋口顕」「隠蔽捜査」シリーズなど、人気シリーズ多数。
　近著に『職分』『白露 警視庁強行犯係・樋口顕』『分水 隠蔽
捜査１１』『明鏡 東京湾臨海署安積班』『安恒』など。

『安恒』
集英社　２０２６年８月

『明鏡 東京湾臨海署安積班』
角川春樹事務所　２０２６年３月

『分水 隠蔽捜査１１』
新潮社　２０２６年１月

『白露 警視庁強行犯係・樋口顕』
幻冬舎　２０２５年１１月

『職分』
双葉社　２０２５年９月

　１９４６年１１月１４日東京生まれ。映像作家、
エッセイスト。多摩美術大学名誉教授。金沢
美術工芸大学客員教授。母は小説家萩原葉子、
母方の祖父は萩原朔太郎。１９６７年、寺山修司

主宰の演劇実験室・天井棧敷の立ち上げに参加、俳優・演出家と
して活躍。１９７５年、月刊誌「ビックリハウス」をパルコ出版より
創刊し、初代編集長を務める。
　著書に『「演劇実験室・天井棧敷」の人々』（２０００年）『毎日が
冒険』（２００２年）『死んだら何を書いてもいいわ』（２００８年）『劇
的な人生こそ真実』（２０１０年）他多数。
　２０１６年４月より前橋文学館館長。２０２２年４月よりアーツ前橋
アドバイザー。２０２４年４月より前橋文学館特別館長。

　

◎アクセス◎
電　車：JR前橋駅北口から徒歩約15分／タクシーで約10分
　　　　上毛電鉄中央前橋駅から徒歩約5分
バ　ス：JR前橋駅北口バスのりば
　　　・3番のりばから「中央前橋駅」行き（シャトルバス）
　　　　「中央前橋駅」下車 徒歩約5分 
　　　・6番のりばから「荻窪公園・嶺公園」行き
　　　　「城東町二丁目バス停」下車 徒歩約5分
自動車：関越自動車道　前橋I.Cから車で約15分
※広瀬川サンワパーキング（市営P城東）のご利用に際しては、駐車券に
　割引処理をいたします。
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「音楽する写真ー萩原朔美の前橋１０年」
５月３０日㊏～９年１月２４日㊐

萩原朔太郎生誕１４０年記念展
「ふらふらふらぬ～る　朔太郎の危険な散歩」
６月１３日㊏～９月６日㊐
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